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み
ん
な
で
支
え
る
制
度
で
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、県
内
の
全

市
町
が
加
入
す
る
、県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
が
運
営
し
、保
険
料
の
決
定
や

高
額
医
療
費
の
支
給
な
ど
を
行
い
ま
す
。

各
種
申
請
や
被
保
険
者
証
の
交
付
、保
険

料
の
納
付
な
ど
は
、市
が
行
い
ま
す
。

医
療
費
は
、５
割
を
公
費（
国
、県
、市
）

で
、１
割
を
被
保
険
者
か
ら
の
保
険
料
、残

り
４
割
を
75
歳
未
満
の
人
が
支
払
う
、国

民
健
康
保
険
や
被※

用
者
保
険
な
ど
の
保

険
料
に
含
ま
れ
た
、支
援
金
で
賄
い
ま
す
。

※
被
用
者
保
険
…
社
会
保
険
や
船
員
保

険
な
ど

対
象
に
な
る
人（
被
保
険
者
）

生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
、次
の
事
項

に
該
当
す
る
す
べ
て
の
人
が
対
象
で
す
。

●
75
歳
以
上
の
人

●
65
歳
以
上
で
、一
定
の
障
害
が
あ
り
、

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認

定
を
受
け
た
人
（
認
定
日
に
資
格
を

取
得
）

※
老
人
保
健
制
度
で
、一
定
の
障
害
が
あ

る
と
市
が
認
定
し
た
人
は
、後
期
高
齢

者
医
療
制
度
で
も
、引
き
続
き
認
定
さ

れ
ま
す
。な
お
、こ
の
制
度
に
加
入
し
な

い
場
合
、市
に
障
害
認
定
の
申
請
を
撤

回
す
る
届
け
出
が
必
要
で
す
。

被
保
険
者
証

一
人
１
枚
ず
つ
交
付
し
ま
す
。

３
月
下
旬
に
、住
所
地
ま
た
は
市
に
申

請
済
み
の
送
付
先
へ
、配
達
記
録
郵
便
で

郵
送（
４
月
１
日
以
降
に
75
歳
に
な
る
人

は
、誕
生
日
ま
で
に
郵
送
）し
ま
す
。

保
険
料

■
保
険
料
の
計
算
方
法（
表
１
）

保
険
料
は
、定
額
で
算
定
す
る
均
等
割

額
と
、所
得
に
応
じ
て
算
定
す
る
所
得
割

４
月
か
ら
開
始
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

現
在
、75
歳
以
上
の
人
は
、国
民
健
康
保
険
や
社

会
保
険
な
ど
に
加
入
し
な
が
ら
、老
人
保
健
制
度
に

よ
り
医
療
給
付
を
受
け
て
い
ま
す
が
、４
月
か
ら
は

新
た
に
独
立
し
た
医
療
制
度
、後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
よ
り
医
療
給
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

医療機関への提示物が一つになります

医療費の窓口負担は変わりません

皆さんが行う手続きはありません

老人医療�
受給者証�

健康�
保険証�

新しく発行される�
後期高齢者医療�
被保険者証�

保険料は被保険者一人ひとりが支払います
保険料の支払いは、原則、年金からの引き去りになります

s

3月 まで 4月 から

75
歳
以
上
の
高
齢
者
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額
の
合
計
で
、個
人
ご
と
に
算
出
し
ま
す
。

■
軽
減
措
置

●
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
人
は

所
得
に
応
じ
て
、均
等
割
額
の
軽
減
措

置（
２
割
・
５
割
・
７
割
軽
減
）が
あ
り
ま
す
。

●
被
用
者
保
険
で
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
は

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

に
な
っ
た
日
か
ら
２
年
間
は
、所
得
割
額
は

掛
か
ら
ず
、均
等
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ

ま
す
。

な
お
平
成
20
年
度
は
特
別
措
置
と
し

て
、均
等
割
額
も
、４
月
か
ら
９
月
ま
で
は

掛
か
ら
ず
、10
月
か
ら
21
年
３
月
ま
で
は

９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
方
法（
表
２
）

被
保
険
者
の
保
険
料
額
が
決
定
さ
れ
る

と
、個
人
ご
と
に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

医
療
の
給
付

■
給
付
の
種
類

被
保
険
者
が
受
け
る
療
養
の
給
付
や

各
種
費
用
の
支
給
は
、現
行
の
老
人
保
健

制
度
と
国
民
健
康
保
険
制
度
で
、支
給
し

て
い
る
内
容
と
基
本
的
に
は
同
じ
で
す
。

■
高
額
医
療
・
高
額
介
護
制
度
を
新
設

後
期
高
齢
制
度
と
介
護
保
険
制
度
で

の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
、所
得
に
応
じ

て
設
定
す
る
上
限
額
を
超
え
た
場
合
、

負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

■
窓
口
負
担

医
療
機
関
の
窓
口
で
の
負
担
割
合
は
、

１
割
で
す
。
た
だ
し
、被
保
険
者
本
人
や

同
一
世
帯
の
被
保
険
者
の
、課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
の
場
合
は
、３
割
で
す
。

■
葬
祭
費
の
支
給

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
葬
祭

費
と
し
て
５
万
円
を
支
給
し
ま
す
。
葬
祭

を
行
っ
た
人
の
申
請
が
必
要
で
す
。

65～74歳の国民健康保険被
保険者の保険料を特別徴収
4月からの国民健康保険料の支払

いは、原則、年金から保険料を引き去

る方法の特別徴収になります。

対象 次の条件をすべて満たす人

●国民健康保険の被保険者全員が

65歳以上の世帯の世帯主（擬制世

帯主は除く） ●年額18万円以上

の年金を受給している ●保険料

と介護保険料の合計額が、国民年

金の老齢基礎年金などの対象年金

額の2分の1を超えない

問合せ 保険年金課10834―22

―8312

65歳以上の退職被保険者の保
険証更新と高齢受給者証の送付
65歳以上の退職被保険者証は、4

月1日から一般被保険者証に変わり

ます。該当する人には、3月中に新し

い国民健康保険証を、配達記録郵便

で郵送します。

また新しい高齢受給者証も、3月末

に、普通郵便で郵送します。

問合せ 保険年金課10834―22

―8312

保険料の納付方法（表2）

対象

▽年金額が年額18万円未満の人

▽介護保険料と後期高齢者医療保険料を合わせ

た額が、年金額の2分の1を超える人

▽災害など特別な事情により、特別徴収の方法

で保険料を徴収することが困難な人

上記以外の人

（平成19年9月30日現在、75歳の人は、4月支

給分の年金から徴収開始）

納付方法

普通徴収

納付書や口座振替などで

支払い

特別徴収

年金から引き去り

A所得割額（料率8.71％） 基礎控除後の総所得金額×8.71％

B均等割額 47,272円

C年間保険料 A＋Bの合計（1円未満切り捨て）

※基礎控除後の総所得金額とは、年金収入のみ（330万円以下）の被保険

者の場合、年金収入額から、基礎控除額（33万円）と公的年金等控除額

（120万円）を引いた金額です。

※所得割額の料率と均等割額は、県内均一です。

※年間保険料の上限額は、50万円です。

保険料の計算方法（表１）

問
合
せ

保
険
年
金
課
1
０
８
３

４
―
22
―
８
５
５
４
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高く飛べ！わたしの書き初め

高
水
小
学
校
で
、１
月
12
日
に
、

同
校
の
児
童
約
50
人
が
参

加
し
て
、ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
角
に
組
ま
れ

た
や
ぐ
ら
に
は
、家
庭
か
ら
持
ち
寄

っ
た
し
め
飾
り
な
ど
が
積
ま
れ
、代

表
者
が
火
入
れ
を
行
う
と
、勢
い
よ

く
燃
え
上
が
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、そ
の
火
に
、書
き
初
め
を
投
げ

入
れ
、字
が
上
手
に
書
け
る
よ
う
に

と
願
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、子
ど

も
会
育
成
会
の
皆
さ
ん
が
準
備
し

た
ぜ
ん
ざ
い
を
食
べ
な
が
ら
、今
年
一

年
の
無
病
息
災
を
願
い
ま
し
た
。

新春初笑いで今年もいい年

鹿
野
公
民
館
で
、１
月
６
日
に
、

新
春
寄
席
が
行
わ
れ
、約
１

７
０
人
の
皆
さ
ん
が
、初
笑
い
を
求

め
て
訪
れ
ま
し
た
。
舞
台
で
は
、本

市
を
拠
点
に
活
躍
す
る
松
鶴
家
市

若
さ
ん
の
落
語
や
、松
鶴
家
祐
二
さ

ん
の
漫
談
、市
若
さ
ん
と
ぼ
ん
太
さ

ん
の
お
笑
い
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
、立
て

続
け
に
笑
い
を
誘
う
芸
を
披
露
。
客

席
を
巻
き
込
ん
で
の
大
喜
利
で
は
、

鹿
野
地
域
の
自
然
や
食
べ
物
に
ち
な

ん
だ
、絶
妙
な
掛
け
合
い
に
、皆
さ
ん

の
拍
手
と
笑
い
が
沸
き
上
が
り
ま

し
た
。

消
防
団
や
消
防
ク
ラ
ブ
、企
業

自
衛
消
防
隊
な
ど
約
８
０

０
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
、消
防

出
初
め
式
が
、１
月
５
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
最
初
に
文
化
会
館
で
式
典

が
行
わ
れ
、そ
の
後
、会
場
を
陸
上

競
技
場
の
南
側
に
移
動
。
か
わ
い
ら

し
い
は
っ
ぴ
姿
で
登
場
し
た
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ
を
先
頭
に
、徒
歩
隊
や
23

台
の
車
両
隊
に
よ
る
分
列
行
進
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
は
し
ご
車
な
ど
を

使
っ
た
救
助
訓
練
や
一
斉
放
水
も
行

わ
れ
、親
子
連
れ
な
ど
多
く
の
皆
さ

ん
が
、歓
声
を
上
げ
見
守
り
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
訓
練
の

成
果
を
披
露

新
学
期
が
始
ま
っ
た
１
月
８

日
、か
る
た
大
会
と
凧た

こ

揚
げ

大
会
が
新
南
陽
高
校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
体
育
館
で
の
か
る
た
大
会
は
、

１
、２
年
生
の
生
徒
が
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、ク
ラ
ス
別
の
対
抗
戦
で
競
い
ま

す
。
和
歌
が
読
み
あ
げ
ら
れ
る
と
、

あ
ら
か
じ
め
覚
え
て
お
い
た
札
を
勢

い
よ
く
叩
い
て
い
ま
し
た
。
生
徒
は
、

そ
の
後
、グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、大
だ
こ
と
、

ク
ラ
ス
全
員
が
漢
字
一
文
字
を
書
い

た
41
枚
の
連
だ
こ
揚
げ
に
挑
戦
。
気

ま
ぐ
れ
な
風
に
歓
声
と
笑
い
を
響
か

せ
、正
月
の
遊
び
を
満
喫
し
ま
し
た
。

童
心
に
帰
っ
て
正
月

遊
び
を
楽
し
む

表
紙
の
こ
と
ば
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あなたの

手紙を

募集中

申込み 200～300字の手紙・氏名（匿名の場合ペンネー
ム）・住所・年齢・電話番号を、郵送・ファクス・Ｅメールで、〒745
―8655岐山通1―1元気こども課10834―22―8331・
50834―22―8339・Egenkikodomo@city.shunan.lg.jp

家
で
あ
る
と
と
も
に
、荒
れ
地
の
開
墾
や
ビ

ー
ル
の
醸
造
、れ
ん
が
の
製
造
に
取
り
組
む

な
ど
、産
業
開
発
の
た
め
に
、積
極
的
な
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

中
で
も
、鉄
道
が
未
開
通
だ
っ
た
明
治
17

年（
１
８
８
４
年
）に
、徳
山
に
大
阪
商
船
の

定
期
航
路
が
開
設
さ
れ
る
と
、直
ち
に
地
元

の
有
志
４
人
と
共
同
し
て
、蒸
気
船
問
屋

「
共
栄
社
」
を
設
立
し
、徳
山
村
周
辺
の
物

産
を
輸
出
し
て
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
ま

し
た
。

共
栄
社
が
、明
治
26
年（
１
８
９
３
年
）に

建
て
た
石
灯
台
が
、今
も
徳
山
港
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

浅
田
義
一
郎（
天
保
８
年
〜
大
正
５
年
）

徳
山
地
域
の
中
央
地
区
で
、天
保
８
年

（
１
８
３
７
年
）に
生
ま
れ
ま
し
た
。

書
籍
や
呉
服
、和
洋
雑
貨
を
扱
う
実
業親水公園の石灯台親水公園の石灯台親水公園の石灯台親水公園の石灯台親水公園の石灯台親水公園の石灯台親水公園の石灯台親水公園の石灯台親水公園の石灯台親水公園の石灯台親水公園の石灯台親水公園の石灯台親水公園の石灯台親水公園の石灯台親水公園の石灯台親水公園の石灯台親水公園の石灯台

ゲームが大
だい

好
す

きな君
きみ

へ。

父
とう

さんは少
すこ

しばかり心
しん

配
ばい

しています。

スポーツに打
う

ち込
こ

むもよし、勉
べん

学
がく

に励
はげ

むも

よし、君
きみ

の人
じん

生
せい

にキラリと輝
かがや

く宝物
たからもの

をたく

さん残
のこ

してくれる目標
もくひょう

を作
つく

って、今
いま

という

時
じ

間
かん

を大
たい

切
せつ

に使
つか

って欲
ほ

しいのです。

明日
あし た

のことを考
かんが

えて、今
いま

を生
い

きるのは、

君
きみ

にとって億劫
おっくう

なのかもしれません。時
じ

間
かん

はたくさんあると

思
おも

っても、そうでもないことに気
き

づくのは、君
きみ

が大人
おとな

になって

からかな？

若
わか

いということは、素
す

晴
ば

らしいことです。

今
いま

の君
きみ

が願
ねが

うことは、必
かなら

ず必
かなら

ず叶
かな

えることができます。君
きみ

の未
み

来
らい

は、君
きみ

が思
おも

うままに創
つく

っていけるのです。

羅
ら

針
しん

盤
ばん

に新
あら

たな目標
もくひょう

を定
さだ

め、出航
しゅっこう

する君
きみ

を願
ねが

っています。

北
ほく

北
ほく

西
せい

に進
しん

路
ろ

をとれ！

子

ど も へ の

k
o
domoeno t

eg
am
i手紙�

実行委員会は、昨年10月から毎週１回開催。和気
あいあいとした雰囲気の中、議論が交わされます

周南やんちゃ祭実行委員会委員長
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國兼裕司さん

周南やんちゃ祭実行委員会委員長

國兼裕司さん
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國兼裕司さん

周南やんちゃ祭実行委員会委員長

國兼裕司さん
くに かね ゆう じくに かね ゆう じくに かね ゆう じくに かね ゆう じくに かね ゆう じくに かね ゆう じくに かね ゆう じくに かね ゆう じくに かね ゆう じくに かね ゆう じくに かね ゆう じくに かね ゆう じくに かね ゆう じくに かね ゆう じくに かね ゆう じくに かね ゆう じくに かね ゆう じ
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て
！
感
じ
て
！

若
者
の
頑
張
る
姿

見
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！
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じ
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！

若
者
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頑
張
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姿
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て
！
感
じ
て
！

若
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の
頑
張
る
姿

見
て
！
感
じ
て
！

若
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の
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張
る
姿

見
て
！
感
じ
て
！

若
者
の
頑
張
る
姿

見
て
！
感
じ
て
！

若
者
の
頑
張
る
姿

見
て
！
感
じ
て
！

若
者
の
頑
張
る
姿

見
て
！
感
じ
て
！

若
者
の
頑
張
る
姿

見
て
！
感
じ
て
！

若
者
の
頑
張
る
姿

見
て
！
感
じ
て
！

若
者
の
頑
張
る
姿

見
て
！
感
じ
て
！

若
者
の
頑
張
る
姿

見
て
！
感
じ
て
！

若
者
の
頑
張
る
姿

見
て
！
感
じ
て
！

若
者
の
頑
張
る
姿

見
て
！
感
じ
て
！

若
者
の
頑
張
る
姿

見
て
！
感
じ
て
！

若
者
の
頑
張
る
姿

見
て
！
感
じ
て
！

若
者
の
頑
張
る
姿

見
て
！
感
じ
て
！

若
者
の
頑
張
る
姿

り
で
つ
く
り
上
げ
て
い
ま
す
。

國
兼
さ
ん
は
、こ
の
実
行
委
員
の
ほ
か
に

も
、成
人
式
な
ど
も
手
が
け
ま
し
た
。「
実

行
委
員
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
が
、や
ん

ち
ゃ
祭
な
ん
で
す
。こ
の
祭
り
が
イ
ベ
ン
ト

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
」
と
、２
年
前
を
振
り
返
り
ま
す
。

ま
た
、委
員
長
と
い
う
立
場
で
の
参
加

を
「
委
員
の
思
い
を
引
き
出
せ
る
よ
う
に
、

み
ん
な
が
企
画
や
準
備
を
楽
し
め
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」
と
、説
明
し
ま
す
。

や
ん
ち
ゃ
祭
で
は
、ダ
ン
ス
や
音
楽
な
ど

の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
、作
品
展
示
、体
験

型
の
ブ
ー
ス
な
ど
に
、約
50
団
体
、約
２
０

０
人
が
、若
者
文
化
を
発
信
し
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は「
響
ひ
び
き
」で
す
。「
会
場
に

若
者
の
思
い
を
響
か
せ
た
い
。
お
客
さ
ん
と

も
響
き
合
い
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
」
と
國
兼
さ
ん
。「
一
緒
に
響
き
合

い
ま
し
ょ
う
」
と
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

「
祭
り
に
来
た
、あ
ら
ゆ
る
世
代
の
皆
さ

ん
に
、若
者
が
真
剣
に
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
、

見
て
も
ら
い
、印
象
に
残
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
」
と
話
す
の
は
、３
月
９
日
に
、市
民
館

で
開
催
さ
れ
る
、周
南
や
ん
ち
ゃ
祭
の
実
行

委
員
長
を
務
め
る
國
兼
裕
司
さ
ん
で
す
。

今
回
で
３
回
目
を
迎
え
る
、周
南
や
ん

ち
ゃ
祭
の「
や
ん
ち
ゃ
」
は「
ヤ
ン
グ
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
」の
略
。
若
者
の
、若
者
に
よ
る
、す
べ

て
の
世
代
の
た
め
の
祭
り
を
テ
ー
マ
に
、平

均
年
齢
26
歳
の
実
行
委
員
、約
40
人
が
、

企
画
か
ら
運
営
ま
で
、こ
の
祭
り
を
手
作
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情 報 ひ ろ ば �

農
業
委
員
会
事
務
局
の

事
務
室
の
移
転

２
月
18
日（
月
）か
ら
、農
業
委
員
会
の

事
務
室
を
市
役
所
徳
山
港
町
庁
舎
に
移

転
し
ま
す
。
な
お
、電
話
番
号
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局
1
22

―
８
５
７
４

鹿
野
総
合
支
所
の
改
装
工
事

３
月
31
日（
月
）ま
で
、鹿
野
総
合
支
所

西
側
の
改
装
工
事
を
行
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
鹿
野
総
合
支
所
地
域
政
策

課
1
68
―
２
３
３
１

ス
プ
レ
ー
缶
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
を

ご
み
に
出
す
と
き
は

ス
プ
レ
ー
缶
や
ラ

イ
タ
ー
を
、
中
身
が

残
っ
た
ま
ま
で
ご
み

に
出
す
と
、ご
み
収

集
車
の
火
災
の
原
因

に
な
り
、大
変
危
険

で
す
。ス
プ
レ
ー
缶
は
、中
身
を
使
い
切
っ
て

穴
を
空
け
、ラ
イ
タ
ー
も
中
身
を
使
い
切
っ

て
、指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課
1

22
―
８
３
０
３

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

申
告
書
を
提
出
す
る
人
へ

平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、税
源

移
譲
に
よ
っ
て
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
目
減

り
す
る
人
は
、目
減
り
分
を
20
年
度
市

県
民
税
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

対
象
に
な
る
人
は
、３
月
17
日（
月
）ま

で
に
、住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

こ
の
制
度
の
対
象
に
な
る
人
は
、毎
年
申

告
が
必
要
で
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、申
告
書
の
作
成

が
で
き
ま
す
の
で
、利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
制
度
は
、20
年
度
の
市
県
民
税
を

減
額
す
る
制
度
な
の
で
、税
金
の
還
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
／
課
税
課
市
民
税
担
当
1
22

―
８
２
７
３

中
小
企
業
退
職
金
共
済
等

掛
金
補
助
制
度

市
で
は
、中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
、

ま
た
は
特
定
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入

し
た
、従
業
員
の
掛
金
を
納
付
し
て
い
る

中
小
企
業
の
事
業
主
に
対
し
て
、掛
金
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
／
平
成
18
年
２
月
〜
19
年
12
月

に
新
規
加
入
し
た
従
業
員
の
掛
金（
適
格

年
金
引
継
事
業
所
は
対
象
外
）▼
申
請
期

限
／
２
月
29
日（
金
）▼
問
合
せ
／
商
工

観
光
課
1
22
―
８
３
７
３
、ま
た
は
各
総

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページFhttp://www.city.shunan.lg.jp/

公
用
車
へ
の
広
告
は
、
走
る
広
告

塔
と
し
て
の
宣
伝
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

広
告
方
法

広
告
を
描
い
た
特
殊
フ
ィ

ル
ム
を
車
体
の
両
側
に
貼
り
付
け（
作

成
、貼
付
、撤
去
な
ど
の
費
用
は
広
告

主
の
負
担
）

広
告
期
間

１
か
月
単
位
で
、６
か
月

以
上
12
か
月
以
内

※
契
約
の
更
新
に
よ
り
、期
間
の
延
長

が
可
能
で
す
。

車
種
・
大
き
さ
・
料
金（
月
）・
募
集
台

数

▽
軽
自
動
車
・
30
㎝
×
50
㎝
以

内
・
３
１
５
０

円
・
22
台
▽
普

通
自
動
車
・
30

㎝
×
50
㎝
以

内
・
３
１
５
０

円
・
15
台
▽
清

掃
車
・
70
㎝
×

１
８
０㎝
以
内
・
１
万
３
２
３
０
円
・
２
台

※
い
ず
れ
も
、受
け
付
け
順
で
す
。

※
申
込
書
と
関
係
資
料
を
総
務
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
応
募
や
広
告
内

容
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、く

わ
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み

２
月
５
日（
火
）８
時
30
分

か
ら
、備
え
付
け
の
申
込
書
と
広
告
案

を
、総
務
課
1
22
―
８
３
８
２

市
の
公
用
車
に
広
告

を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

募
集

広告掲載位置広告掲載位置広告掲載位置広告掲載位置広告掲載位置広告掲載位置広告掲載位置広告掲載位置広告掲載位置広告掲載位置広告掲載位置広告掲載位置広告掲載位置広告掲載位置広告掲載位置広告掲載位置広告掲載位置

お
知
ら
せ
�

合
支
所
産
業
振
興
課
。
新
南
陽
1
61
―

４
１
０
８
、熊
毛
1
92
―
０
０
１
４
、鹿
野

1
68
―
２
３
３
５

中
小
企
業
勤
労
者
共
済
制
度

事
業
主
の
皆
さ
ん
、従
業
員
の
福
利
厚

生
を
充
実
さ
せ
ま
せ
ん
か
。

▼
内
容
／
死
亡
、障
害
、入
院
、住
宅
災

害
な
ど
に
対
し
て
セ
ッ
ト
で
保
障
し
、結
婚
、

出
産
、銀
婚
、小
・
中
学
校
・
高
校
入
学
祝

い
を
給
付
▼
掛
金
／
１
型
４
５
０
円
、２

型
９
０
０
円
、３
型
１
５
０
０
円
、４
型
２

０
０
０
円
、高
齢
者
型
４
５
０
円
、フ
ァ
ミ

リ
ー
型
５
０
０
円
※
事
業
所
が
従
業
員
の

た
め
に
共
済
掛
金
を
負
担
し
た
場
合
、損

金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入
で
き
ま
す
。

▼
申
込
み
／
商
工
観
光
課
内
市
勤
労
福

祉
共
済
会
1
22
―
８
３
７
３

熊
毛
地
域
在
宅
休
日
当
番
医
の
変
更

市
広
報
１
月
15
日
号
の
す
こ
や
か
通

信
で
掲
載
し
た
、２
月
24
日（
日
）の
松
本

医
院
の
診
療
日
を
、11
日
（
祝
）に
変
更

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
健
康
増
進
課
1
22
―
８
５

５
２
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第
８
回
戦
没
者
遺
族
特
別
弔
慰
金

対
象
の
遺
族
で
、請
求
が
ま
だ
の
人
は
、

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
請
求
期
限
／
３
月
31
日（
月
）▼
問
合

せ
／
社
会
課
1
22
―
８
４
６
５

農
地
改
良
届

水
田
埋
め
立
て
に
よ
る
畑
地
造
成
や

町
直
し
な
ど
を
す
る
場
合
、事
前
に
農

業
委
員
会
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、周
南
都
市
計
画
区
域
の
市

街
化
区
域
内
農
地
お
よ
び
熊
毛
都
市

計
画
区
域
の
用
途
地
域
内
農
地
は
除

き
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局
1
22

―
８
５
７
４

防
災
セ
ン
タ
ー
の
臨
時
休
館

保
守
点
検
の
た
め
、光
地
区
消
防
組
合

防
災
セ
ン
タ
ー（
光
市
）を
、休
館
し
ま
す
。

▼
期
間
／
２
月
14
日（
木
）〜
15
日（
金
）

▼
問
合
せ
／
光
地
区
消
防
組
合
防
災
セ

ン
タ
ー
1
０
８
３
３
―
74
―
５
６
０
６

市
の
嘱
託
職
員

国
民
健
康
保
険
の
レ
セ
プ
ト
点
検
業
務

▼
対
象
／
医
療
保
険
請
求
事
務
者
な
ど

の
資
格
を
も
つ
人
▼
定
員
／
８
人
程
度
▼

勤
務
／
月
12
〜
17
日
で
８
時
30
分
〜
17

時
15
分
▼
雇
用
期
間
／
４
月
１
日
〜
平

成
21
年
３
月
31
日
▼
報
酬
な
ど
／
月
額

８
万
１
５
０
０
〜
11
万
５
５
０
０
円
程
度

（
月
16
日
以
上
勤
務
の
場
合
、社
会
保
険

あ
り
）▼
選
考
／
作
文
、
面
接
▼
申
込

み
／
２
月
20
日（
水
）ま
で
に
、履
歴
書
・

「
私
が
市
の
嘱
託
職
員
を
志
望
す
る
理

由
」
に
つ
い
て
の
作
文（
１
２
０
０
字
以
内
）

を
、持
参
・
郵
送
で
、〒
７
４
５
―
８
６
５
５

岐
山
通
１
―
１
保
険
年
金
課
1
22
―
８

３
１
１

市
営
墓
地
清
掃
や
草
刈
り
・
畜
犬
業
務

▼
対
象
／
心
身
と
も
に
健
康
で
、普
通
自

動
車
免
許
を
も
つ
人
▼
定
員
／
１
人
▼
勤

務
／
月
17
日
で
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

▼
雇
用
期
間
／
４
月
１
日
〜
平
成
21
年

３
月
31
日
▼
報
酬
な
ど
／
月
額
12
万
円

程
度
▼
選
考
／
面
接
▼
申
込
み
／
２
月

15
日（
金
）ま
で
に
、履
歴
書
を
、持
参
・
郵

送
で
、〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通
１
―

１
環
境
政
策
課
1
22
―
８
３
２
２

新
南
陽
総
合
支
所
の
電
話
交
換
・
受
け
付

け
業
務

▼
対
象
／
電
話
交
換
業
務
の

経
験
が
あ
り
、窓
口
業
務
が
で
き
る
人
▼

定
員
／
１
人
▼
勤
務
／
月
16
日
程
度
で

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
交
代
勤
務
あ

り
）▼
雇
用
期
間
／
４
月
１
日
〜
平
成
21

年
３
月
31
日
▼
報
酬
な
ど
／
月
額
７
万

４
０
０
０
円
程
度
▼
選
考
／
面
接
▼
申
込

み
／
２
月
15
日（
金
）ま
で
に
、履
歴
書
を
、

持
参
・
郵
送
で
、〒
７
４
６
―
８
７
０
１
富

安心安全情報サービスを開始
携帯電話やパソコンに、災害や緊急時のお知らせなどを配信する「しゅうな

んメールサービス」や地図情報「しゅうなんマップ」、携帯版市ホームページ「モ

バイルしゅうなんFhttp://www.city.shunan.lg.jp/」のサービスを始めました。

「しゅうなんメールサービス」の登録は、Eshunan@xpressmail.jpに空メ

ールを送信して、返信されたメールに従って登録してください。

問合せ 情報政策課　122―8236

入
居
資
格

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

●
同
居
す
る
親
族
が
い
る（
西
卯
の
手
、

中
畷
住
宅
は
単
身
で
の
申
し
込
み
可
。

た
だ
し
、一
定
の
要
件
あ
り
）●
入
居

す
る
全
員
の
総
所
得
の
月
割
額
が
、一

定
の
基
準
内
に
あ
る（
▽
一
般
世
帯
…

公
営
は
20
万
円
以
下
、改
良
は
13
万
７

０
０
０
円
以
下
▽
高
齢
者
の
み
の
世

帯
、障
害
者
や
小
学
校
就
学
前
の
子
ど

も
と
同
居
の
世
帯
…
公
営
は
26
万
８

０
０
０
円
以
下
、改
良
は
17
万
８
０
０

０
円
以
下
）●
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
●
入
居
す
る
全
員
が
、市
町

村
税（
国
民
健
康
保
険
税
を
除
く
）を

滞
納
し
て
い
な
い
●
連
帯
保
証
人
が
２

人
い
る

受
付
期
限

２
月
15
日（
金
）

※
随
時
募
集
の
住
宅
に
申
し
込
み
中

の
人
も
、申
し
込
み
で
き
ま
す
。

入
居
時
期

３
月
上
旬
以
降
の
予
定

市
営
住
宅
の
入
居
者

募
集

受
付
場
所

本
庁
、各
総
合
支
所
の
市

営
住
宅
担
当
窓
口

受
付
時
間

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）

問
合
せ

住
宅
政
策
課
1
22
―
８
２

８
２

■募集住宅
種別 住宅名 住所 戸数 家賃（月額）
公営 五月 五月町12―4 1 23,900～47,400円

西卯の手 住吉町3―7 1 19,400～39,200円
若草 若草町3―33 1 30,500～67,000円
須金 金峰2707―1 1 12,600～27,800円
若山 若山1―3―31 1 16,300～35,700円
中畷 中畷町11―1 1 6,800～15,100円
大町 鹿野下1251 1 13,400～29,400円

改良 川崎 川崎2―4―10 1 12,000～17,300円
※応募がない住宅は、受け付け順で、随時募集を行います。

田
１
―
１
―
１
新
南
陽
総
合
支
所
地
域

政
策
課
1
61
―
４
２
１
６

西
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ーb

の
管
理
業

務

▼
対
象
／
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
、

市
民
活
動
に
興
味
が
あ
る
人
▼
定
員
／

１
人
▼
勤
務
／
月
15
日
で
８
時
30
分
〜

17
時
15
分（
土
曜
日
の
勤
務
あ
り
）▼
雇

用
期
間
／
４
月
１
日
〜
平
成
21
年
３
月

31
日
▼
報
酬
な
ど
／
月
額
10
万
１
９
０
０

円
程
度
▼
選
考
／
作
文
、
面
接
▼
申
込

み
／
２
月
15
日（
金
）消
印
有
効
で
、履
歴

書
を
、持
参
・
郵
送
で
、〒
７
４
６
―
８
７

０
１
富
田
１
―
１
―
１
新
南
陽
総
合
支

所
地
域
政
策
課
1
61
―
４
２
１
５

募
集
�

募�

モバイルしゅ
うなん

しゅうなんメ
ールサービス
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市
給
与
支
給
等
明
細
書
に

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

応
募
や
広
告
内
容
に
は
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
広
告
方
法
／
広
告
料
と
広
告
を
印
刷

し
た
用
紙
を
納
入（
作
成
、納
入
な
ど
の

費
用
は
広
告
主
の
負
担
）▼
広
告
期
間
／

４
〜
９
月
▼
大
き
さ
／
縦
１
１
３
㎜
×
横

80
㎜
▼
枚
数
／
２
万
４
０
０
０
枚
▼
申
込

み
／
２
月
20
日（
水
）ま
で
に
、指
定
の
申

込
書
・
広
告
案
を
、持
参
・
郵
送
で
、〒
７
４

５
―
８
６
５
５
岐
山
通
１
―
１
人
事
課
1

22
―
８
２
５
３

新
南
陽
市
民
病
院
の

食
堂
・
売
店
の
経
営
者

▼
対
象
／
市
内
で
飲
食
店
な
ど
を
経
営

し
、市
税
を
完
納
し
て
い
る
人
▼
期
間
／

４
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日
▼
申

込
み
／
２
月
12
日（
火
）必
着
で
、会
社
概

要
・
備
え
付
け
の
申
請
書
・
市
税
の
完
納

証
明
書
・
提
案
書
を
、持
参
・
郵
送
で
、〒

７
４
６
―
０
０
１
７
宮
の
前
２
―
３
―
15

病
院
管
理
課
1
61
―
３
０
９
２

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員

事
務
局
職
員

▼
対
象
／
４
月
１
日
現

在
、35
歳
未
満
で
、高
卒
以
上
の
人
▼
定

員
／
１
人
▼
勤
務
場
所
／
本
部
ま
た
は

支
部
の
事
務
局
▼
選
考
／
教
養
試
験
、適

性
検
査
、作
文
、面
接

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

▼
対

象
／
４
月
１
日
現
在
、40
歳
未
満
で
、保

健
師
ま
た
は
正
看
護
師
の
資
格
を
も
つ
人

▼
定
員
／
１
人
▼
勤
務
場
所
／
新
南
陽

支
部
、西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ーb

▼
選
考
／
作
文
、面
接

い
ず
れ
も

▼
申
込
み
／
２
月
14
日（
木
）

必
着
で
、
備
え
付
け
の
採
用
試
験
申
込

書
・
最
終
学
校
卒
業（
見
込
み
）証
明
書
・

資
格（
見
込
み
）証
明
書
を
、持
参
・
郵
送

で
、〒
７
４
５
―
８
５
２
９
速
玉
町
３
―
17

社
会
福
祉
協
議
会
1
22
―
２
１
１
５

児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員

▼
対
象
／
保
育
士
ま
た
は
教
員
の
資
格

を
も
つ
人
▼
定
員
／
３
人
程
度
▼
勤
務
／

月
22
日
で
、13
時
か
ら
５
、６
時
間
程
度

（
長
期
休
業
期
間
中
は
変
則
勤
務
）▼
雇

用
期
間
／
４
月
１
日
〜
平
成
21
年
３
月

31
日
▼
勤
務
場
所
／
市
内
の
児
童
ク
ラ
ブ

▼
報
酬
／
月
額
10
万
８
０
０
円
程
度
▼
申

込
み
／
２
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
、
履
歴

書
・
資
格
証
の
写
し
・「
私
の
目
指
す
児
童

ク
ラ
ブ
と
は
」
に
つ
い
て
の
作
文（
８
０
０
字

以
内
）を
、児
童
家
庭
課
1
22
―
８
４
５
７

平
成
20
年
度
児
童
園
の
園
児

▼
対
象
／
４
月
１
日
現
在
で
、満
３
歳
以

上
の
幼
児
▼
募
集
園
／
●
長
穂
児
童
園

a

（
長
穂
７
１
４
―
１
）1
88
―
１
９
７
１

●
鼓
南
児
童
園a

（
大
島
１
６
０
２
）1

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページFhttp://www.city.shunan.lg.jp/

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、飼
い
犬
の
登

録
と
、１
年
に
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録

●
登
録
済
み
で
平
成
19
年
度
の
注
射

を
し
て
い
な
い
犬
は
、２
月
末
ま
で
に

動
物
病
院
で
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
未
登
録
で
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、

２
月
末
ま
で
に
、19
年
度
分
の
注
射

を
済
ま
せ
、登
録
し
て
く
だ
さ
い（
登

録
料
３
０
０
０
円
）。

登
録
内
容
の
変
更
の
届
け
出

市
で
は
、20
年
度
の
狂
犬
病
予
防
集

合
注
射
を
４
月
に
行
い
ま
す
。

３
月
末
に
受
付
は
が
き
を
送
付
し

ま
す
の
で
、登
録
内
容
に
次
の
よ
う
な

変
更
が
あ
る
人
は
、届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
飼
い
主
が
変
わ
っ
た（
飼
い
主
が
亡
く

な
っ
た
、登
録
済
み
の
犬
を
も
ら
っ
た
な

ど
）▽
飼
い
主
の
住
所
や
名
前
が
変
わ
っ

た
▽
飼
い
犬
が
死
ん
だ

※
注
射
の
日
程
は
、３
月
15
日
号
の
市

広
報
に
掲
載
し
ま
す
。

飼
い
主
と
し
て
の
心
掛
け

犬
好
き
で
な
い
人
か
ら
も
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
、し
っ
か
り
し
つ
け
、責
任

を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
散
歩
時
の
汚

物
は
、持
ち
帰
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

無
責
任
な
餌
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う

野
良
犬
・
猫
に
不
用
意
に
餌
を
与

え
る
と
、近
隣
の
人
に
迷
惑
が
掛
か
り

ま
す
の
で
、絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

環
境
政
策
課
1
22
―
８
３

２
２

お
知
ら
せ

狂
犬
病
予
防
注
射
と

犬
の
登
録

市
で
は
、市
の
窓
口
や
手
続
き
の
行

政
情
報
や
地
域
情
報
、広
告
な
ど
を
編

集
し
た
情
報
誌
を
作
成
し
、全
世
帯
へ

の
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
作
成
や
配
布
な
ど
の
、全
費
用

を
負
担
で
き
る
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
み

２
月
15
日（
金
）12
時
ま
で

に
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
す
る
申
込

書
を
、持
参
・
郵
送
で
、〒
７
４
５
―
８

６
５
５
岐
山
通
１
―
１
政
策
調
整
課

広
報
広
聴
担
当
1
22
―
８
２
３
２

暮
ら
し
の
便
利
帳（
仮
）

の
納
入
業
者

募
集
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月
26
日（
火
）14
時
〜
16
時
▼
申
込
み
／

熊
毛
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
1
92
―
０

０
１
２
・
5
92
―
０
１
８
９

２
月
の
行
政
相
談

▼
日
時
と
場
所
／
▽
２
月
12
日（
火
）９

時
〜
12
時
、鹿
野
公
民
館
▽
18
日
（
月
）

10
時
〜
15
時
、熊
毛
総
合
支
所
▽
21
日

（
木
）10
時
〜
15
時
、新
南
陽
総
合
支
所

▽
26
日（
火
）９
時
〜
12
時
、市
民
交
流

セ
ン
タ
ーa

▼
内
容
／
国
な
ど
の
仕
事
に

つ
い
て
の
、苦
情
や
要
望
を
相
談
▼
問
合

せ
／
生
活
安
全
課
1
22
―
８
３
２
０

２
月
の
人
権
擁
護
相
談

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
す
る
人
▼
日

時
／
２
月
21
日（
木
）９
時
〜
12
時
※
心

配
ご
と
相
談
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。▼
場

所
／
新
南
陽
総
合
支
所
▼
問
合
せ
／
新

南
陽
総
合
支
所
地
域
政
策
課
1
61
―
４

２
１
６

２
月
の
心
配
ご
と
相
談

鹿
野
公
民
館
で
開
催

▼
日
時
／
２
月

12
日（
火
）９
時
〜
12
時
※
人
権
相
談
を

併
せ
て
行
い
ま
す
。▼
問
合
せ
／
社
会
福

祉
協
議
会
鹿
野
支
部
1
68
―
２
９
９
８

熊
毛
総
合
支
所
で
開
催

▼
日
時
／
２

月
12
日（
火
）10
時
〜
12
時
※
人
権
相
談

と
職
業
相
談
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。▼
問

合
せ
／
熊
毛
総
合
支
所
地
域
政
策
課
1

92
―
０
０
０
８

男
女
共
同
参
画
地
域
講
座

新
南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催

▼

日
時
／
２
月
９
日（
土
）10
時
〜
11
時
30
分

▼
演
題
…
「
わ
た
し
の
想
い
」
を
と
ど
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
▼
講
師
／
林
伸
一
さ

ん（
大
学
教
授
）▼
参
加
料
／
無
料
※
託
児

希
望
の
場
合
、事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。▼
申
込
み
／
２
月
７
日（
木
）ま
で
に
、

住
所
・
氏
名（
託
児
希
望
の
場
合
、子
ど
も

の
氏
名
・
年
齢
）・
電
話
番
号
を
、電
話
・
フ

ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、新
南
陽
総
合
支
所
地

域
政
策
課
1
61
―
４
２
１
１
・
5
61
―
４
２

４
２
・e

si-chiiki@
city.shunan.lg.jp

鹿
野
公
民
館
で
開
催

▼
日
時
／
２
月

19
日（
火
）10
時
〜
11
時
40
分
▼
演
題
…

健
康
に
く
ら
す
た
め
の
知
恵
袋
▼
講
師
／

田
中
マ
キ
子
さ
ん（
大
学
教
授
）▼
参
加

料
／
無
料
▼
問
合
せ
／
鹿
野
総
合
支
所

地
域
政
策
課
1
68
―
２
３
３
１

周
南
ふ
る
さ
と
歴
史
講
座

▼
期
日
と
内
容
／
▽
２
月
27
日（
水
）、戦

艦
河
内
爆
沈
90
周
年
▽
３
月
５
日（
水
）、

山
田
家
本
家
の
世
界
▽
12
日（
水
）、幕
末

維
新
を
伝
え
る
▽
19
日（
水
）、宍
戸
家
の

こ
と
▽
26
日（
水
）、毛
利
家
墓
所
と
阿
米

碑（
散
策
）▼
時
間
／
９
時
30
分
〜
11
時

30
分
▼
場
所
／
市
民
館
小
ホ
ー
ルa

▼
講

師
／
各
地
域
の
郷
土
史
家
▼
定
員
／
１

５
０
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、抽
選
）

84
―
０
６
６
０
▼
保
育
時
間
／
８
時
15
分

〜
17
時（
土
曜
日
は
11
時
30
分
ま
で
）▼

休
園
日
／
日
曜
日
、祝
日
※
春
・
夏
・
冬

休
み
が
あ
り
ま
す
。▼
保
育
料
／
月
額
１

万
８
０
０
円
▼
申
込
み
／
各
児
童
園
に
直

接
▼
問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会
1
22

―
８
７
０
０

障
害
児
タ
イ
ム
ケ
ア

▼
対
象
／
特
別
支
援
学
級
や
養
護
学
校

に
通
学
す
る
小
学
４
年
生
〜
高
校
生
で
、

昼
間
に
保
護
者
が
仕
事
で
不
在
の
た
め

に
監
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
▼

場
所
と
時
間
／
▽
鼓
ヶ
浦
整
肢
学
園a
、

放
課
後
〜
18
時
（
長
期
休
暇
中
は
８
時

〜
18
時
）▽
ポ
レ
ポ
レ
く
ら
ぶa

、放
課
後

〜
17
時
30
分
（
長
期
休
暇
中
は
８
時
30

分
〜
17
時
30
分
）▼
説
明
会
／
２
月
13

日（
水
）18
時
〜
、鼓
ヶ
浦
整
肢
学
園
▼
申

込
み
／
２
月
22
日（
金
）ま
で
に
、福
祉
介

護
課
障
害
者
福
祉
担
当
1
22
―
８
４
６

３
・
5
22
―
８
４
６
４

障
害
者
総
合
相
談
窓
口

鹿
野
総
合
支
所
で
開
催

▼
日
時
／
２

月
21
日（
木
）13
時
〜
15
時
▼
申
込
み
／

鹿
野
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
1
68
―
２

３
３
２
・
5
68
―
２
４
１
２

熊
毛
総
合
支
所
で
開
催

▼
日
時
／
２

日
時

３
月
15
日（
土
）12
時
30
分
〜

16
時（
開
場
12
時
）

場
所

文
化
会
館a

内
容

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、講
演

演
題
と
講
師

「
１
０
０
人
の
村
、あ
な

た
も
こ
こ
に
生
き
て
い
ま
す
」、池
田
香

代
子
さ
ん（
作
家
・
翻
訳
家
）

参
加
料

無
料（
入
場
整
理
券
が
必
要
）

入
場
整
理
券

▽
元
気
こ
ど
も
課
・
各

総
合
支
所
地
域
政
策
課
・
文
化
会
館
で

配
布
▽
郵
送
の
場
合
、３
月
６
日（
木
）

消
印
有
効
で
、住
所
・
氏
名
・
フ
ァ
ク
ス
番

号
・
電
話
番
号
を
、往
復
は
が
き
・
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５
―
８
６
５

５
岐
山
通
１
―
１
元
気
こ
ど
も
課
5
22

―
８
３
３
９
・
Egenkikodom

o@
city.

shunan.lg.jp

問
合
せ

元
気
こ
ど
も
課
1
22
―
８

３
３
１

青
少
年
健
全
育
成

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

催
し

相
談
�

福
祉
�

講
座
・
講
演
�

2月の納付
国民健康保険料の納付 国民健康保険料の滞納が続くと、

財産調査や差し押さえなどの滞納処分を行うことがあります。事

情により納付が困難な場合は、必ず相談してください。

問合せ 保険年金課122－8312

●固定資産税 4期

●国民健康保険料 9期

●介護保険料 9期



▼
受
講
料
／
１
０
０
０
円（
全
５
回
）▼
申

込
み
／
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
講
座
名

を
、電
話
・
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

〒
７
４
５
―
０
０
７
１
岐
山
通
１
―
４
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
A
1
22
―
８
６
９
０
・
5

22
―
８
８
１
６
・
Ec

h
u
o
-k
o
@
c
ity
.

shunan.lg.jp
普
通
救
命
講
習

▼
対
象
／
熊
毛
地
域
に
在
住
ま
た
は
通

勤
す
る
人
▼
日
時
／
２
月
24
日（
日
）９

時
〜
13
時
▼
場
所
／
光
地
区
消
防
組
合

消
防
本
部（
光
市
）▼
定
員
／
20
人（
受
け

付
け
順
）▼
受
講
料
／
無
料
▼
申
込
み
／

２
月
４
日（
月
）か
ら
、備
え
付
け
の
申
込

書
を
、光
地
区
消
防
組
合
北
消
防
署c

1
91
―
０
０
０
１

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
セ
ミ
ナ
ー

▼
日
時
／
２
月
15
日（
金
）14
時
〜
15
時

30
分
▼
講
師
／
植
村
育
夫
さ
ん（
Ｉア
イ

Ｔ
テ
ィ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
）▼
場
所
／
市
民
交
流
セ

ン
タ
ーa

▼
受
講
料
／
無
料
▼
申
込
み
／

事
前
に
、ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
1

33
―
７
７
０
３

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

▼
対
象
／
青
少
年
活
動
の
指
導
者
や
キ
ャ

ン
プ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
感
心
が
あ
る
人
▼
日

時
／
３
月
１
日（
土
）14
時
〜
２
日（
日
）15

時（
１
泊
２
日
）▼
場
所
／
大
田
原
自
然
の

家a

▼
受
講
料
／
１
７
０
０
円（
食
費
、保

険
料
）▼
申
込
み
／
２
月
23
日（
土
）ま
で

に
、大
田
原
自
然
の
家
1
89
―
０
４
６
１

元
気
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

▼
日
時
／
２
月
18
日（
月
）10
時
〜
12
時

▼
場
所
／
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
A
▼

演
題
／
も
っ
と
自
分
を
好
き
に
な
る
〜
愛

が
伝
わ
る
幸
せ
子
育
て
〜
▼
講
師
／
北
村

年
子
さ
ん（
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）▼
参

加
料
／
無
料
▼
申
込
み
／
２
月
12
日（
火
）

ま
で
に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
託
児

希
望
の
有
無
を
、電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
、〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通
１
―

１
元
気
こ
ど
も
課
1
22
―
８
３
３
１
・
5

22
―
８
３
３
９
・
Egenkikodom

o@
city.

shunan.lg.jp
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

▼
日
時
／
２
月
９
日（
土
）13
時
30
分
〜

16
時
▼
場
所
／
新
南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
料
／
１
５
０
０
円（
前
売
券
１
０

０
０
円
）▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
徳
山
ユ
ネ
ス
コ
協
会
1
22
―
８
６
９
０

桃
の
節
句
を
迎
え
る
家
族
の
つ
ど
い

▼
対
象
／
幼
児
〜
小
学
６
年
生
と
そ
の
家

族
▼
日
時
／
３
月
２
日（
日
）９
時
30
分
〜

15
時
▼
場
所
／
大
田
原
自
然
の
家a

▼
内
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情 報 ひ ろ ば �熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページFhttp://www.city.shunan.lg.jp/

■春の洋蘭展
●日時／2月23日（土）・24日（日）
9時～17時（24日は16時まで）●
場所／市民館A●問合せ／徳山蘭友
会事務局櫻谷さん131―9659

■ひなまつり国際交流会
●日時／3月1日（土）10時～15時
●場所／新南陽ふれあいセンター●
内容／日本文化を通じ、外国人と交
流●定員／70人●参加料／500円
●申込み／ひなまつり国際交流実行
委員会滝口さん1090―2007―
9619

■外国の人たちと交流しませんか
●日時／3月16日（日）13時～16時

●場所／徳山スターレーン●内容／
ボーリング大会●定員／30人●参加
料／日本人…1,000円、外国人…無
料●申込み／2月10日（日）～20日
（水）に、市民国際交流ネットワーク炭
村さん1090―2860―6310

■市民短歌大会
●日時／3月23日（日）10時～16
時●場所／徳山保健センター●申込
み／3月5日（水）までに、未発表作品
1首・会費1,000円を、〒745―
0004毛利町1―4市民短歌大会事
務局玉野さんA121―2028

■周南国際交流児童クラブ員の募集
●対象／4月に小学4～6年生になる
児童●定員／50人程度●内容／岩
国基地子どもまつり、日米子どもキャ
ンプ、子ども食文化交流会など●申込
み／周南国際交流児童クラブ事務局
笹村さん1090―4653―0472

伝�
皆さんの活動の情報を掲載します

容
／
ひ
な
人
形
作
り
や
桃
の
節
句
の
料
理

作
り
な
ど
▼
定
員
／
10
組（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
、抽
選
）▼
参
加
料
／
７
０
０
円

（
食
事
代
、材
料
費
な
ど
）▼
申
込
み
／
２

月
23
日（
土
）ま
で
に
、参
加
者
全
員
の
氏

名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
・
参
加
の
動

機
を
、は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７

４
５
｜
０
５
１
１
中
須
北
３
１
９
４
大
田

原
自
然
の
家
1
・
5
89
―
０
４
６
１
・e

oo

tabara@
city.shunan.yam

aguchi.jp

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の

会
員
募
集

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
す
る
人
▼
年
会
費
／
１
人
１
０
０

０
円
▼
申
込
み
／
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
・
年
会
費
を
、体
育
協
会
新
南
陽
支
部

1
62
―
２
６
７
８

催
し
�

ス
ポ
ー
ツ
�



県
内
の
障
害
者
法
定
雇

用
率
は
、全
国
１
位
だ
そ
う

で
す
が
、周
南
地
区
で
は
、

そ
の
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
19
年
の
山
口
労
働

局
の
発
表
で
は
、県
内
の
法

定
雇
用
率
は
２
・
17
％（
周
南
地
区
１
・
89
％
）で
、

全
国
平
均
の
１
・
55
％
を
上
回
り
、全
国
１
位
で
す
。

一
方
、法
定
雇
用
率
が
未
達
成
の
企
業
の
割

合
は
、周
南
地
区
で
50
・
４
％
、県
内
が
45
・

５
％
で
、半
分
程
度
の
企
業
が
達
成
し
て
い
な
い

の
も
事
実
で
す
。

障
害
が
あ
る
人
の
就
業
紹
介
は
、公

共
職
業
安
定
所
が
行
っ
て
い
て
、周
南
地

区
で
は
、平
成
18
年
度
に
３
４
６
件
の
職

業
紹
介
を
し
、１
０
１
件
が
就
職
に
結
び

つ
い
て
い
る
と
い
う
実
績
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、企
業
で
働
く
こ
と
が
難
し
い
障

害
が
あ
る
人
で
、施
設
や
作
業
所
を
希

望
す
る
人
は
、市
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ

福
祉
介
護
課
障
害
者
担
当
1
22
―

８
４
６
３
・
5
22
―
８
４
６
４

■青少年国際交流事業

内閣府では、平成20年度に実施

する国際交流事業（国際青年育成

交流、日中青年親善交流、日韓青年

親善交流、世界青年の船、東南アジ

ア青年の船）に参加する青年を募

集します。●申込期間／2月4日

（月）～3月21日（金）●問合せ／

県国際課1083―933―2343

■下松工業高校定時制の生徒募集

●資格／中学校卒業者（3月に中

学校卒業見込みを含む）●募集学

科／機械科（修業年限4年）●出願

期間／2月19日（火）～22日（金）

10時まで●試験日／3月6日（木）

●問合せ／下松工業高校10833

―41―1430

■徳山パートバンクの廃止

利用者の減少などにより、3月

19日に業務を終了します。今後は、

ハローワーク徳山（徳山7510―8）

で業務を行います。●問合せ／徳

山公共職業安定所131―1950

■「炭」をテーマとした体験型実験教室

●対象／小学4年生～中学生●日

時／3月8日（土）10時～9日（日）

14時の1泊2日●場所／山口徳地

青少年自然の家（山口市）●定員／

40人●参加料／2,500円●申込

み／徳山高専総務課129―6399

ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト
クク
イイ
ズズ
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問
題

４
月
か
ら
始
ま
る
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
。
対
象
は
、何
歳
以
上
の
人
？

q
20
歳

w
45
歳

e
75
歳

応
募
方
法

２
月
12
日（
火
）必
着
で
、

ク
イ
ズ
の
答
え
・
市
政
や
広
報
の
記
事
に

対
し
て
の
意
見
や
感
想
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
、は
が
き

で
、〒
７
４
５
―
８
６

５
５
岐
山
通
１
―
１
周

南
市
政
策
調
整
課
広
報

広
聴
担
当
「
ク
イ
ズ
係
」

前
回
の
答
え

w
６
０
９
人

応
募
総
数
56
通
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の

人
が
当
選
し
ま
し
た
。
内
山
裕
美
子
さ

ん
、木
村
好
子
さ
ん
、貞
光
秀
子
さ
ん
、

塩
田
共
江
さ
ん
、橋
本
介
志
さ
ん 正解

者の
中か
ら

抽選
で５
人へ

図書カ
ードを

プレ
ゼン
ト

お便り

【火災件数】7件（平成19年累計68件）

平成23年5月31日までに、すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が必要です。

【交通事故件数】●死亡事故1人（平成19年累計7人）●傷者数100人（平成19年累計1,137人）

広げようどうぞの気持ちと車間距離（平成20年運転者に対する交通安全年間スローガン）

始まりました「申告と納税」
（2月1日～15日）

■CCS（12チャンネル）
毎日6時・15時・22時

■Kビジョン（11チャンネル）
毎日9時30分・14時30分・21時30分

【人口】154,520人（前月比－72人）

［男］74,417人（前月比－58人）

［女］80,103人（前月比－14人）

●出生101人 ●死亡123人

●転入318人 ●転出368人

【世帯】66,495世帯（前月比－66世帯）

1月1日現在

平成19年12月の発生件数

市政情報番組周南市市政だより

●広報「しゅうなん」の記事で市が収集した個人情報は、当該業務に限って使用します。

広

告



� � �

広
報
し
ゅ
う
な
ん
編
集
／
周
南
市
政
策
調
整
課
〒
745-8655周

南
市
岐
山
通
1-1

1
0834-22-8232

5
0834-22-8224

F
http://www.city.shunan.lg.jp/ E

info@
city.shunan.lg.jp（

そ
の
他
の
課
は
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
か
ら
）
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